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1) 買大轡より発生せるE大なる滑平筋肉腫の 癌で組織学的に分泌細胞，線胞中心細胞，排世管上
1治験例 皮，ラ氏島を認めたので Heinrich1型l乙属する副
木下桔宏 鮮と診断した。
胃lと発生せる滑平筋肉腫は極めて少く，本邦lと於 今日副醇を前癌状態として論じ注目をあびている
ては.17例を数えるに過ぎない。私は牌腫の疑いに 時， ζれをレ線的K十二指腸腫療と診断し手術lとよ
て開腹された巨大なる胃滑平筋肉腫の 1治験例を得 りこれを確認し組織学的に副醇と認められた 1例を
たので報告する。 経験したので報告する。 
症例は 4年前より徐々に左季肋部に腫癌あるに気
付き，次第に増大して来院，当時，左季肋部l乙人頭 3.) 肝ジストマに合併せる肝癌の 1治験例
大境界明瞭な腫癌を触れ，貧血強く，レ線的にも牌 李兆佳
腫の疑いにて開腹，腫癌は胃犬養警，牌，牌lと密に癒 患者は 49才男農業，主訴は心脅部腫癌で家族歴，
着せる為，胃醇牌合併切除を施行した。組織学的に 既往歴K特記する ζとなく主訴以外には特に愁訴が
は胃大轡壁筋層と直接連絡している。滑平筋肉腫と ない，食欲，睡眠は良好であった。現症は負Ij状突起
診断された。胃に発生せる肉腫の頻度は胃悪性腫湯 下l乙鳩卵大腫癌をふれ十二指腸液より肝吸虫卵を発
中1.7%の僅かであるが更にその中 10%が平滑筋肉 見肝機能は中等度障害を認めた。手術所見は肝左葉
腫である。更に肉腫の発育型，発生部位等胃癌との に凹凸不平腫痩を認め肝全体軽度腫大肝左葉切除を
比較に於て文献的考察を加え最後に，胃肉腫の術前 行った。組織標本ではヘパトームと肝ジストマの像
診断の困難を統計的に調べ予後lζついては，癌K比 を認めた。
較して非常K良好で，胃筋肉腫では，相当進行して 考按原発性肝癌は種族lとよりかなり差異あり，
いるものでも，根治的切除を行うべきであると結論 また，しばしば肝硬変を合併する。その内肝細胞癌
する。 と合併する場合が最高率で，肝癌の症状は腫癌蝕知 
が最も多く見られ，症状の内肝ジストマの共通した
2) 十二指腸腫蕩を思わしめた副障の 1治験例 ものも多く診断lζ困難をきたす肝ジストマの症状は
牧野耕治 舌苔下痢等が特有で，また，肝ジストマの発生頻度
副醇については 1840年 Engelの報告以来既に幾 は最近非常に低下している肝癌の治療は肝切除の他
百の報告があり当教室に於いても 6症例を数えてい 現在良法がない。本邦の肝切除症例中転移性肝癌が
る。 最も多く 37.2%を占める。当教室肝切除症例 71例
しかし本症例の如く，レ線的lとほぼ診断の確定し 中転移性肝癌の合併切除が 62例原発性肝癌等の単
た報告は少ない。 独切除が 7%あった。 
症例は 17才の男子で心寓部修痛を主訴とし，レ
線検査により十二指腸下行部民揖指頭大の陰影欠損 4) 肝腫を思わしめた結核性腹壁臓療の 1治験例
像を認めたので，十二指腸腫蕩の診断の下，入院手 高橋英世 
術した。 56才女家婦，約 1年半前より右季肋部に牽引
刻出標本は 0.8x 0.8 x 0.5 cmのややポリープ様 感，約 40目前より同部K軽度の圧痛ある鶏卵大の
に十二指腸膝iと突出し十二指腸粘膜下κ存在する腫 腫麿が発し稲々硬く移動性なし。既往歴，家族歴共
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lζ特記する事なし。臨床検査にて肝機能lζ軽度の障 きいろいろの処置を施したが，翌日再び約 500ccの
碍を認める他に著変を認めず。肝腫の診断の下に開 吐血及び下血を起し，ショック状態になった。心電
腹術を施行した。併し乍ら腫癌は肝とは別に腹膜 図を見ると急性 IschaemieK依る頻脈，不整脈を
上，腹壁中 K存し，腹腔内 lとは何ら病的所見を認め 伴う高度の冠不全が見られ，内科的治療では予後絶
ず。よって周囲組織と共に之を摘出し，一次的に縫 対不良と，局麻に依り手術を施行した。
合閉鎖した。 開腹精査するに，出血原因不明のため，胃の前壁
組織学的IC:は筋肉組織の破壊及び多核巨大細胞， Iζ小切開を加え，出血せる 2コの KissGeschwur 
類上皮細胞の増殖等結核性病変を認めた。 を発見，そこで直ちに，左右の胃動静脈並びK左右
本症の発生機序については，既往，現症検査レ線 胃網膜動脈計 6本を結熱した。
学的所見より結核を否定し肝腫を思わしめたが，原 術後 8時聞にして，血圧 130となり， 4日後には
発性腹壁筋肉結核と考えられ，これについて文献的 脈樽とも，ほぼ正常となった。
考案を行った。 ところが， 10日自にまた約 200ccの吐血と，大量
の下血を起した。今度は体力の快復もあり，局麻lζ
5) 空腸滑平筋肉腫の 1治験例について
依り，胃切除を行い得た。乙れが，その摘出標出で
大和田操(上都賀病院〉
ある。その後の経過は順調で，約 6週間にして，退
小腸肉腫は 1864年 WollenbergIC:より初めて報 院した。乙れが術後のレントゲン写真である。
告されているが，本邦K於ては 1902年，関場，大久 考案
保等による報告以来 120例に過ぎず，中でも滑平筋 この症例に含まれている三つの問題について考案
肉腫は極めて稀lとして， 1938年近江の報告以来 9例 を進めて行きたいと思う。
に過ぎず，私は最近腹部腫麿を主訴として来院した
は，領域iζ潰揚が発生すると言われており，本例で
も，その点心配されましたがゑ全体的な欝血が見ら
L 
味あるこ，三の問題を含んでおると思われる症例を 或は Nekroseとかということは全くなかった。乙
経験したので報告する。 のととは臨床的IC:，制約された条件の下で，緊急lと
症例 しかも重篤な状態からの避難という意味での主要血
患者は 81才の男子，生来健康でしたが，突然約 管結薬の妥当性を裏書きしているものではないかと 
200 ccの吐血を起し，内科医に依り 1週間の治療を 思われる。
続けましたが，再び大量の吐血及び下血を起し当院 以上三つの問題について簡単にふれましたが，大
江入院した。 出血を起した 81才の老人を胃切除Iζ依り根治せし
入院時は非常K強いショック状態Kあり，表の如 め得Tこ事，並びに血管結集という，あたかも動物実
67才の男性を手術的K腫癌別出，空腸端々吻合を施 報告は極めて少ししかも，その死亡率は相当に高
行し，組織学的に，空腸上部lζ発生せる滑平筋肉腫 いといわれており，本例の如き大出血を起した高令
と判明したので，本邦第 10例番の治験例として報 者の胃切除根治例は珍しいものと思われる。
告する。現在までに集収し得た消化管滑平筋肉腫 次に本例に於ける潰爆の特色ですが，経過症状，
は，欧米に於ては，胃 135，小腸 69，大腸 10，本邦 性質，発生部位，等 Spang等の言う alters-ulcus 
才 
k於ては，胃 18，小腸 10であり，本邦lζ於ける小 の特長K，全く一致しており，即ち，有症状期間が
腸肉腫の 6.1%を占めている。更にこれを部位別に 短い事は， Kiefer等の報告にみられ，また，出血
島最
みますと，空腸 5，回腸 3，十二指腸 2となってい が主症状で，それに依る死亡率の高い ζとは Rafs-
る。性別，年令別には 40~60 の男子に多く，発生 K kyの報告でも明かである。更に発生部位も表の如
ついては迷入説，自然発生説並びに悪性変化説があ く，高令者程噴門側lζ多いといわれている。
り，発育型l乙は援膜下型，粘膜下型，及び混合型が 第 3番目 l乙主要血管を結熟して，胃が，どの様に
あり，滑平筋肉腫は，発育も転移も比較的遅いので 変化するか，即ち，結柴潰壌の問題ですが，犬では
予後は良好と云われている。 相当結室長しでも変化は見られませんが，ラッテで
m
ザ 。 ，あかでと
才以上の70高令者の胃切除例ですが，ζ_11まず第 
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